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白血病の治療は進んだ

木　谷　照　夫＊

　血液の癌ともいえる白血病は不思議なことに

テレビや小説に登場することが多いように思わ

れます。ヒロインがこの病気に苦しむ純愛の恋

物語や利発で愛くるしい子供がこの病気に侵さ

れる悲しい家庭ドラマなどは誰でも数回は見た

り読んだりして涙した記憶があるはずです。そ

の理由を考えてみますと2，3の思いあたるこ

とがあります。まず第1はこの病気は絶対に治

ることがなくどのような治療をしても全て死ん

でしまうという，死が避けられないという条件

が作られるということです。悲劇の必須の条件

はこの病気にかかるということで充分満たされ

るわけです。第2の理由はこの病気が子供に非

常に多いということです。これもドラマの条件

としては好都合なのでしょう。残念ながら子供

に多いという事実は時が経っても変わりません。

小児の癌は小児の死因の大きな部分を占めてお

り，事故に次いで第2の死因となっています。

その小児癌の中で白血病は約半数を占め年間約

2000人の発生があるといわれています。

　ところで第1の理由にあげた100％致命的で

あるという現象は最近になって変ってきました。

私が医師になった20年以上前には，いや今から

10年直前までは白血病という診断がついて治っ

た時はこの診断は誤診であったと考えるべきで

あるといわれていました。ところが最近になって

間違いなく白血病でありながら治る人が出はじめ

ました。これはまさに医学研究の進歩の賜物です。

　白血病の原因は現在でも分っていません。動

物では明らかにウィルスが白血病を起しますが

人間では今までのところ人間の白血病がウイル

スで生じたという証拠がありません。ウィルス

が感染したことがあるのではないかという跡形

のようなものは1，2みつかっていますが未だ

はっきりと自血病細胞からこの原因となるウイ

ルスを取り出した人はいません。確実に白血病

をおこす原因となるものの1つは放射線です。

これはあのいまわしい原爆の投下という出来事

が証明しています。即ち原爆被爆者の中から大

勢の白血病の患者が発生しました。又，防禦

施設の乏しいなかで放射線を浴びて仕事をし

ていたレントゲン科の医師に白血病患者の発生

が多かったことも知られています。化学物質も

発病の原因になると考えられていますがこれも

動物の白血病でしかはっきりしません。ともか

くこのように原因がはっきりしませんから根本

的な治療が難しいことは当然ともいえましょう。

これは癌の場合でも似たことがいえるでしょう

が，しかし癌と自血病には絶対的な大きな違い

があります。細胞の種類やよって来たった起源

が違うというような基礎医学的なことは別とし

て全く違っていることは癌細胞が身体の一部門

集っていて体のあちこちに散ばってはいないと

いうことです。このためこの癌の塊を手術によ

って取り除くと治すことができるわけです。し

かし中には手術の時に既に癌細胞が体のあちこ

ちに散ばっていることがあり，これを転移とい

います。癌が転移を起している時は手術により

助けることが難しくなり，再発が必発というこ

とになります。この散ばった癌細胞を何とか絶

滅しようとする薬が抗癌剤です。

　ところが白血病では診断がついて白血病だと

判った時にはどの例でも全身にこの悪性の白血

病細胞は散らばっています。体中をくまなくめ

ぐっている血液の中に悪性の細胞がいるのです

から如何んともしがたいことです。勿論，手術

ができないことはいうまでもありません。こ

の状態は癌でいえば，全身に癌細胞が転移した

ようなもので救いようもないということになり

ます。そのため白血病の場合は早期診断，早期

治療という癌の場合の原則は成り立ちません。

このような理由で白一血病は100％致命的な病気

だとされていたのです。

　白血病の治療はこれまで述べてきた理由から

＊大阪大学教授（微生物病研廃所附属病院内科長）
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外科的療法は成り立ちません。そこで行われる

のが化学療法です。即ち薬剤により白血病細胞

を絶滅しようという療法です。化学療法（抗白

血病療法）に用いられる薬は悪性の白血病細胞

を殺すだけではなく，健全な細胞にも害を与え

ます。即ち一種の毒物を薬として用いているわ

けです。抗白血病剤開発の歴史をみると最初に

癌や白血病治療に用いられたナイトロジェンマ

ズタードは第1次大戦の時ドイツが作った毒ガ

スから導き出されたものでまさに抗癌剤は毒物か

ら始まったといえます。その後数々の抗白血病

剤が開発されました。強力な薬が見出され，実

用に供される毎に白血病患者の生存期間は延び

ていきました。そして遂に治癒したと考えられ

る患者さんが現われてきたのです。

　白血病細胞は健康な血液の細胞が悪性の性格

を持つようになったものですから，その元の細

胞の種類によって大きく3っの種類に分類する

ことができます。骨髄性白」血病，単球性白血病，

リンパ性白血病です。又，どの白血病も病状が

急激にすすんで死亡してしまう急性型と緩やか

に進行して，かなり長く生きる慢性型がありま

す。慢性白血病は別にして急性白血病は種類に

より抗白1血病薬の効果が良くあらわれるものと

効き難いものがあります。小児の白血病は80～

85％が急性リンパ性白血病ですが，この型の白

血病が最も薬によく反応するので，小児の白血

病は最も白血病化学療法の期待がもてるもので

す。最近の最も進歩した治療によると半数以上

の例で長期に生存し，％の例では完全な治癒が

得られる状況になってきました。治療しない場

合には数ケ月の寿命しかない病気ですからいか

に治療法が進んだかがおわかり戴けると思います。

　残念ながら小児の急性リンパ性白血病以外は

これほどの好成績は得られていません。大人で

は例え急性リンパ性白血病でも子供の場合ほど

良い経過をとるとはいえず，特に老人の場合に

はまだまだ非常に悪い結果しヵ・得られていませ

ん。ごく最近の日本の集計によると成人の急性

白血病で5年以上生存している例は全国で150

人目いわれています。

　このような白血病の治療には抗白血病剤の開

発の進歩だけが貢献しているわけではありませ

ん。この治療には支持療法と呼ばれるさまざま

な補助的な手段が重要です。補助的とはいって

も直接白血病細胞を滅ぼすという働きがないと

いう意味であって，治療全体の中での重要さか

らすると抗腫瘍剤の重要さに劣るものではあり

ません。これには強力な抗生物質治療と健康な

人の新鮮血の輸血が重要です。血液の癌である

白血病は血液の中で白一三病細胞が増えると対称

的に健全な白血球や赤血球，血小板という血液

の重要な成分が減ってきます。白血球は外部か

ら細菌が体内に侵入して感染を起すのを防いで

いる細胞ですからこれが減少すると感染が起り

ます。血小板は出血を起させないような働きを

していますので，この減少は脳出血などの生命

にかかわる出血を起しかねません。赤血球が減

れば貧血です。白血病の患者さんに化学療法を

行なうと，やむを得ないことですが，そうでなく

とも少ない健全な白血球や血小板が毒性を持つ

た抗白血病薬で一段と減ってしまいます。そこ

で，これを補ってやらねばなりません。白血病

の患者さんに健康な供血者が大勢必要だという

のはこのような理由からなのです。最近では一

入の健康な人から臼血球や血小板など必要なも

のだけを選択的に分離して取り出す機械が考案さ

さ，その時に必要な成分だけを輸血することがで

きるようになり，これを成分輸血といっでいます。

　最近，自血病の特殊な治療法として骨髄移植

という方法が開発されてきています。これは白

血病細胞を健全な血液細胞ともども薬剤や放射

線で完全につぶしてしまい，その後に健康な人

から血液細胞の元になる骨髄の細胞をもらって

移植する方法です。これも現在のところ誰の骨

髄でも良いというわけにもいかずまだ難問をか

かえていますが有望な治療法です。

　強力な白血病治療により白血病細胞が1個も

体内にいなくなった時，治癒したことになりま

す。まだまだ白血病の治療は完成したところま

でには至りません。これは全ての癌にもあては

まることかもわかりません。しかし今まで1人

も生き延びることができなかった白血病の患者

さんが命をながらえ，中には結婚して子供まで

生まれた人さえ現われてきた現況は希望に満ち

たものといえましょう。
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